
駆
け
抜
け
た
夏
―
―

気
持
ち
を
つ
な
い
だ
ジ
ュ
ニ
ア
ラ
ン
ナ
ー

心
ひ
と
つ
に
永
久
の
平
和
を
祈
る

白
鷹
町
平
和
祈
念
事
業

　

終
戦
記
念
日
の
８
月
15
日
、

町
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
「
あ

ゆ
ー
む
」
に
お
い
て
平
和
祈
念

事
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
町
関
係
者
な
ど
約

１
０
０
人
が
参
列
し
、
過
去
に

お
け
る
戦
火
に
よ
り
犠
牲
と
な

ら
れ
た
方
へ
黙
祷
が
捧
げ
ら
れ

ま
し
た
。
続
い
て
、
新
成
人
代

表
の
長
岡
拓
海
さ
ん
（
鮎
貝
）

と
樋
口
悠
香
さ
ん
（
鮎
貝
）
に

よ
り
平
和
都
市
宣
言
が
朗
読
さ

れ
、
平
和
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、

献
花
・
折
鶴
献
呈
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
最
後
に
、
町
少

年
少
女
合
唱
団
に
よ
る
平
和
へ

の
賛
歌
が
歌
わ
れ
、
そ
の
優
し

い
歌
声
と
と
も
に
参
列
者
一
人

ひ
と
り
が
平
和
へ
の
祈
り
を
捧

げ
ま
し
た
。

　

８
月
３
日
、
山
形
県
市
町
村

教
育
委
員
会
大
会
が
寒
河
江
市

民
文
化
会
館
で
開
か
れ
、
そ
の

席
上
で
、
町
教
育
委
員
会
の
前

委
員
の
竹
田
恵
美
さ
ん
へ
表
彰

状
と
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

　

竹
田
さ
ん
は
、
平
成
21
年
10

月
１
日
か
ら
平
成
29
年
９
月
30

日
ま
で
の
２
期
８
年
間
の
長
き

に
わ
た
り
町
教
育
委
員
会
委
員

と
し
て
地
域
教
育
の
振
興
に
尽

力
さ
れ
た
ほ
か
、
保
護
者
委
員

と
し
て
も
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

保
護
者
委
員
は
、
地
域
で
教
育

を
受
け
て
い
る
子
ど
も
の
保
護

者
の
意
向
を
反
映
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
と
の
こ
と
か
ら
任
命

さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
竹
田

さ
ん
に
は
保
護
者
の
視
点
か
ら

の
ご
意
見
や
、
ス
ポ
ー
ツ
に
関

し
て
の
幅
広
い
見
識
か
ら
の
ア

ド
バ
イ
ス
等
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

竹
田
恵
美
さ
ん
に
全
国
市
町
村
教
育
委
員
会
連
合
会
表
彰
と

山
形
県
市
町
村
教
育
委
員
会
協
議
会
長
感
謝
状

感
謝
状
を
手
に
す
る
竹
田
さ
ん

　

８
月
５
日
、
第
13
回
蔵
王
坊

平
全
国
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
競
走
大

会
兼
第
21
回
山
形
県
ジ
ュ
ニ
ア

駅
伝
競
走
大
会
及
び
第
43
回
蔵

王
坊
平
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大

会
が
、
上
山
市
の
蔵
王
坊
平
高

原
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス

を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

駅
伝
、
そ
し
て
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
に
出
場
し
た
選
手
19
人

は
、
約
２
カ
月
間
積
み
重
ね
て

き
た
練
習
の
成
果
を
十
分
に
発

揮
。
女
子
チ
ー
ム
は
、
ア
ク
シ

デ
ン
ト
に
よ
り
残
念
な
が
ら
途

中
棄
権
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
選
手
一
人
ひ
と
り
が
熱

い
走
り
で
最
後
ま
で
気
持
ち
を

つ
な
ぎ
き
り
ま
し
た
。

50 21 29 29

１ 3.0 ３
２ 1.9 ４
３ 2.8 １
４ 1.9 ６
５ 2.8 ３

－ －

１ 3.0 ３
２ 1.9 ６
３ 2.8 ２
４ 1.9 ６
５ 2.8 ２

1500
４

1500
４
５
６
６

3000
３
３

13
21

43

3000
１
３

優
し
く
温
か
い
歌
声
を
響
か
せ
た

少
年
少
女
合
唱
団
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①
施
設
の
完
成
イ
メ
ー
ジ
　

②
あ
い
さ
つ
を
述
べ
る
新
野
理
事
長

高
齢
者
の
よ
り
住
み
慣
れ
た
環
境
を
目
指
し
―
―

新
特
養
建
設
工
事
起
工
式

　

旧
西
中
学
校
の
跡
地
に
移
転

新
築
さ
れ
る
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
白
光
園
の
起
工
式
が
８

月
27
日
、
現
地
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

社
会
福
祉
法
人
白
鷹
福
祉
会

（
新
野
晃
敏
理
事
長
）
が
運
営

す
る
現
白
光
園
は
、
昭
和
55
年

に
50
床
で
開
所
。
そ
の
後
、
増

築
を
繰
り
返
し
、
現
在
は
長
期

入
所
１
１
０
床
、
短
期
入
所
30

床
で
経
営
し
て
い
る
状
況
で
す

が
、
利
用
者
の
居
住
環
境
改
善

に
向
け
て
個
室
化
を
目
指
し
て

検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
そ

し
て
こ
の
た
び
の
施
設
移
転
が

決
定
し
た
こ
と
に
対
し
、
新
野

理
事
長
は
「
多
く
の
方
の
協
力

が
あ
っ
て
実
現
に
至
っ
た
。
地

域
の
皆
さ
ん
に
も
き
っ
と
喜
ん

で
も
ら
え
る
施
設
に
な
る
と
思

う
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

施
設
は
、
延
べ
床
面
積
約

７
８
０
０
平
方
㍍
で
、
町
産

材
を
ふ
ん
だ
ん
に
活
用
し
た
木

造
平
屋
建
て
。
長
期
入
所
は

１
２
０
床
で
全
室
個
室
、
短
期

入
所
は
従
来
型
で
20
床
と
な
り

ま
す
。
工
期
は
平
成
32
年
１
月

31
日
ま
で
で
、
同
年
春
に
オ
ー

プ
ン
予
定
で
す
。

紅花生産量
白鷹町は今年も日本一

　８月 28 日、山形県紅花生産組合連合会による紅花加工品（すり花、
紅餅、乱花）の検品作業が山形市内で行われました。
　検品では、生産者らによって色や乾燥の具合が確認されて１級もしく
は２級の等級に分けられますが、白鷹町の生産者 27人によって出荷さ
れた紅花加工品は、すべて１級品と認定されました。今年は高温少雨の
天候により花も小さく、収納量の減少が懸念されましたが、県内全体の
総収量は前年度の 240.1kg を上回る 260.7kg という結果になり、その
うち白鷹町の収納量は約６割を占める 148kg（速報値）となりました。
生産者の思いがこもった紅花加工品は、今年も全国へ出荷されます。

　日本の紅（あか）をつくる町連携推進本部では、紅花生産増加を目指
し、町内小・中学校、高校、企業等へ紅花摘みボランティアの協力を募
り、７月９日～ 13日にかけ、蚕桑、東根、荒砥、鮎貝の４小学校の５・
６年生、荒砥高校、白鷹高等専修学校においては全校生徒の皆さん、総
勢 431 人の生徒に十王八卦地区の観光紅花畑の紅花を摘んでいただき
ました。その結果、総収量は45kgで、十王八卦地区の皆さんにより4.5kg
の紅餅に加工されました。また、ほかにも今季は町内企業の皆さんをは
じめとする、一般のボランティア 156 人に 182 ㎏の紅花を摘んでいた
だきました。
　紅花生産者の皆さんはもちろん、ボランティアで紅花を摘んでくだ
さった皆さんの力によって、今年も紅花生産日本一が達成されました。

１_紅餅が机の上に広げられ、一枚一枚

その品質がチェックされた　２_暑い中、

黙々と紅花を摘む児童たち

１

２

１

２
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